








1.本研究の目的 

分娩監視装置によって胎児心拍数陣痛図を記録し,胎児仮死(胎児低酸素症)を発見すれば

直ちに急速遂娩を行うという管理方法を用いると,周産期死亡が著減し,新生児罹病が少な

くなり,胎児新生児の予後を著しく改善する効果がある｡このためには,分娩時であれば可

能な限り全例に心拍数図連続記録を行い,連続して観察することが必要であり・多大の努力,

労力を要するので,我々は,これまで胎児心拍数の自動解析と胎児仮死自動診断を開発して

きたが,さらに新しくトレンドグラムを考案し,検討している。 

また,妊娠中のノンストレステスト(NST)では,ノンリアクティブの状態の診断が重要であ

るが,胎児の安静期には胎児心拍数一過性頻脈がみられず,真のノンリアクティブとの鑑別

が困難であったが,我々は超音波ドブラ胎動計を開発し,胎児心拍数胎動図を記録して,こ

の点を解決した。 


